
人・モノ・街のこれからを考える
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೔ʑのੜ׆ʹ༊しͱ࠼Γをɻ
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［特集］

20 ［プレゼント］Something Special

੨ਓ༼のʮίʔώʔΧοϓʯ

［街並み紹介］

೔ຊॳのେن໛χϡʔλ΢ϯ

๺େߦٸࡕઢ�ઍཬ中央Ӻपล

12   嫁ぎ先を訪ねて
［導入事例］

˔�৴༻อূϏϧ

新の҆શੑೳͱ࠷
ԕִࢹ؂ϝϯςφϯεが҆৺ײをৢ੒ʂ

ϦχϡʔΞϧʹΑͬޚ੍ ͯ
஍਒ʹΑΔʮด͡ࠐΊʯの
ෆ҆をղফ

18 ［連載］「わっしょいニッポン」

沼
͵ͬ ͨ Γ

垂ςϥε঎ళ֗

『FUTURE DESIGN』58号に
対する感想をお寄せください。
今回はP18-19「わっしょいニッ
ポン」でご紹介した青人窯の
「コーヒーカップ」を2つ1組で
ご用意しました。
アンケートにご回答いただいた
方のなかから、抽選で10名様
にお送りします。

੨ਓ༼の
ʮίʔώʔΧοϓʯ

QRコードまたは下
記のURLにアクセ
スし、アンケートに
ご回答ください。

●応募方法

2019年8月31日到着分まで有効。

●締め切り

［プレゼント詳細］
径： 約8.5～9cm
 （持ち手含む 約11.5～12cm）
高さ： 約8.5cm

COVER PHOTO

「植物と暮らす」特集でコー
ディネートしたお宅のテー
ブル。植物を置くだけで、
何気ない普段の食事や
ティータイムも贅沢な時間
になりそうです。

いͭ΋の部԰΋
Γ๛͔ʹύοͱ໌Δく࠼

INFORMATION

Ξϯέʔτの
ืूํ๏มߋʹͭいͯ
　日頃より『FUTURE DESIGN』をご愛読いただき、誠に
ありがとうございます。また、アンケートに貴重なご意見
をお寄せいただき、深く感謝申し上げます。
　今般、アンケートの募集方法を、従来の「ハガキ・
FAX」から、東芝グループが提供する「Webアンケートサー
ビス」へと変更させていただきます。何卒ご高配を賜りた
く、引き続きご愛読いただけますと幸甚でございます。
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窓の向こうが中庭。家族はこのリビングにいることが多い。

植物の特性や形が活きるような配置を心がけているそう。

住まいの特徴

間取り . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . �%,
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DATA

೔౰ Γͨ෩௨しΑしの
ϨτϩϚϯγϣϯの্࠷֊
. .

େ੾ʹ͢ΔͱԠ͑ くͯΕͯ
͢·ͳΓʹͪ࣋ؾͳͤ޾

˔�੨໦ Μ͞ఛ

「ある日、グリーンショップで偶然見
つけた塊根植物にすっかり魅了されま
した」という青木さん。「植物は癒さ
れますし、子どもたちと植物の話をす
るのも楽しい時間です」と語る。特に
心がけているのがその管理だ。「大事
なのは植物をよく見てあげること。調
子が悪くなったときにも早めの処置が
できますし、水をあげたら葉がシャ
キッとしたり、花を咲かせたり、そう
いう変化や成長が嬉しくて…。やって
いることに応えてくれているようで、
とても幸せな気持ちになれるんです」
と嬉しそう。それは、「植物を大事に
管理して子どもと共に成長させたい」
という親としての思いにも重なってい
るのかもしれない。

;ͱしͨॠؒɺ
ͦのඒし͞ʹϋοͱし·͢

˔�4)*/1&*͞ Μఛ

今の家に引っ越してきた2年前、「好き
な写真家の作品で見たサンスベリアを
購入してみたのがきっかけ」で、
SHINPEIさんの「生きるオブジェ」と
の暮らしが始まった。部屋の環境も良
く、多肉、サボテン、シダ、葉物と多
くの品種を育てているが、一つひとつ
土をチェックしては乾き具合を見て水
をやるなど手もかかる。「ふと見たと
きに花をつけていたり、1年中さまざ
まな植物が多様な表情を見せてくれま
すし、夕陽に照らされ輝いている葉を
見て、美しさにハッとすることもあり
ます」とご本人。「地球上のまだ知ら
ない植物を思うとわくわくします」と
興味は尽きることがなさそうです。

05

฻Βしʹ২෺をऔΓೖΕΔ͖ ͔͚ͬ͸͞·͟·Ͱしΐ͏ がɺ
ΐͪͬ ͱし͖ͨͬ ͔͚͔ΒɺՈ͝ͱ২෺ԂのΑ͏ しʹ しͯ·ͬ ͨํ΋ɻ
ͦΜͳୡਓڃのΈͳ͞Μʹɺ২෺ͱの฻Βしʹͭいͯ࢕い·しͨɻ

植物との฻Βしは、
い͔がです͔？

২෺ʹັྃ͞Εͨୡਓͨͪʹฉく

住まいの特徴 . .ਧ͖ൈ͚の͋Δ�֊ͯݐ
間取り . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . �-%,
家族構成 . . . . . . . . . . .夫ɺ妻ɺଉࢠɺݘ�ඖ
職業 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .੡଄ۀ
植物歴 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . �೥

DATA

ご家族で。吹き抜けからの採光で植物も元気に育つ。

ඇ現࣮తۭؒʹ༊͞Εɺຖ೔がָしいͰ͢
˔�඿ౡ Μ͞ఛ

浜島さんが植物に目覚めたのは、「家
を建てた際にインテリアと一緒に買っ
たのがきっかけ」で、見る楽しさから
育てる楽しさにのめり込み、気づけば
ご覧のとおりボタニカルミュージアム
のようなお宅に。「水やりや風あてな
ど管理は大変ですが、疲れて帰ってき
たときなど、グリーンに囲まれている

と非現実的空間にいるようでとても癒
されます。それに、この子たちの成長
を見ていると、愛着が湧いてきて、日々
楽しいんです」と語る。それにしても
素人が育てているとは思えないほどの
数と種類だが、「植物の知識を豊富に
して、まだまだ増やしていきたいです」
というから、あっぱれと言うしかない。

େ੾ʹ͢ΔͱԠ͑ くͯΕͯ
͢·ͳΓʹͪ࣋ؾͳͤ޾

Plants
Life with

Τ
Ξ
ϓϥ

ϯπ
を·ͱ͏ Ԟ ʂ༷

04



よ
う
な
植
物
を
ど
う
置
け
ば
快
適
な
湿

度
や
よ
い
効
果
が
得
ら
れ
る
の
か
実
際

に
試
し
て
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
た

め
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム

（
左
）を
作
っ
て
み
ま
し
た
。一
種
の「
お

す
す
め
配
置
」で
す
。「
快
適
だ
」と
思

う
環
境
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
か
ら
、
こ

う
い
っ
た
情
報
も
少
し
参
考
に
し
な
が

ら
、
最
終
的
に
は
ご
自
身
の
感
覚
を
大

切
に
、
お
好
み
の
植
物
を
置
い
て
み
ら

れ
る
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。

　
植
物
は
、
で
き
る
だ
け
身
近
な
と
こ

ろ
に
置
く
こ
と
で
、
安
ら
ぎ
や
華
や
ぎ

を
多
く
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ

れ
か
ら
植
物
を
育
て
よ
う
と
い
う
方

は
、
小
さ
く
て
も
よ
い
の
で
自
分
の
よ

く
い
る
場
所
の
近
く
に
置
い
て
育
て
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
花
が
咲
く

な
ど
の
変
化
が
あ
る
植
物
だ
と
、
よ
り

楽
し
め
る
と
思
い
ま
す
。

湧
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
心
理
的
効

果
が
高
ま
る
作
用
も
あ
り
ま
し
た
。

　
ほ
か
に
も
、
室
内
で
の
植
物
の
効
果

と
し
て
「
空
気
浄
化
効
果
」
が
あ
り
ま

す
。
シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
症
候
群
の
原
因
と

言
わ
れ
る
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
な
ど
の

有
害
ガ
ス
を
植
物
が
吸
収
吸
着
し
、
室

内
の
有
害
物
質
濃
度
を
低
下
さ
せ
る
の

で
す
。
ま
た
、
疲
れ
た
目
を
癒
す
「
視

覚
疲
労
緩
和
・
回
復
効
果
」
も
あ
り
ま

す
。
眼
精
疲
労
の
影
響
を
調
べ
る
た
め

に
、植
物
が
あ
る
環
境
と
な
い
環
境
で
、

パ
ソ
コ
ン
画
面
を
見
な
が
ら
作
業
を
し

て
も
ら
う
と
、
植
物
が
あ
る
環
境
の
方

が
眼
精
疲
労
の
度
合
い
が
小
さ
い
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
実
際
に
植
物
を
置
く
際
の
配

置
も
重
要
に
な
り
ま
す
。
視
界
に
占
め

る
植
物
の
量
を
緑
視
率
と
言
い
ま
す

が
、
人
が
も
っ
と
も
「
癒
さ
れ
る
」
と

感
じ
る
緑
視
率
は
10
〜
20
％

で
す
。
心
が
安
ら
ぐ
効
果
の

あ
る
、
葉
の
色
が
薄
か
っ
た

り
模
様
が
あ
る
よ
う
な
植
物

は
、
視
界
の
両
側
60
度
の
位

置
に
さ
り
げ
な
く
置
き
、
心

が
華
や
ぐ
効
果
の
あ
る
色
鮮

や
か
な
植
物
は
真
正
面
に
置

く
と
効
果
が
高
ま
り
ま
す
。

た
だ
、
一
般
の
人
が
、
ど
の

ࣗ
෼
Ͱ
ҭ
ͯ
Δ
͜
ͱ
Ͱ
ỏ

৺
ཧ
త
ʹ
Α
͍
ޮ
Ռ
΋

ΦϑΟεに植物を置 こ͘とでεトϨεܰݮ�  ਔՊڭतͱίΫϤがڞಉڀݚ

コクヨ（株）のオフィスで植物を置く実験をした
ところ、もっとも「ストレスが緩和された」と感
じた割合が高かったのが「好きな植物を選び、世
話もした」グループでした。また、自分で植物を
選んだり世話をすることに関係なく、「植物があ
る」だけでもストレス緩和効果があることも分か
りました。また、植物を置いたことで、「植物を
通して会話が生まれた」「話したことがなかった
人と話すようになった」など、大半の方がコミュ
ニケーションが増えたと答えました。

২෺をோΊͨΓɺҭͯͨΓ
͢ΔこͱͰϦϥοΫεޮՌがߴ·Δ

と
1
鉢
あ
た
り
の
蒸
散
量
が
減
る
た

め
、
植
物
を
あ
ま
り
多
く
置
い
て
も
効

果
的
で
は
な
い
と
判
明
し
ま
し
た
。
実

験
の
結
果
か
ら
、
乾
燥
し
や
す
い
季
節

は
カ
ポ
ッ
ク
や
ゴ
ー
ル
ド
ク
レ
ス
ト
、

湿
度
が
高
い
季
節
は
蒸
散
量
の
少
な
い

マ
ッ
サ
ン
ギ
ア
ナ
や
ユ
ッ
カ
な
ど
の
植

物
が
お
す
す
め
で
す
。
季
節
や
部
屋
の

環
境
に
合
わ
せ
て
植
物
を
配
置
で
き
る

と
理
想
的
で
す
ね
。

　
2
つ
目
の
効
果
は
、
植
物
と
の
関
わ

り
に
よ
っ
て
人
間
の
心
理
が
変
化
す
る

「
心
理
的
効
果
」
で
す
。
脳
波
測
定
や

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
と
、
植
物
を

眺
め
る
と
、
心
身
と
も
に
落
ち
着
い
た

状
態
を
示
す
脳
の
「
α
波
」
が
増
し
、

生
活
に
華
や
ぎ
や
明
る
さ
な
ど
を
感
じ

さ
せ
る
効
果
が
あ
り
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
効

果
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
あ

る
実
験
で
は
、被
験
者
に
植
物
を
渡
し
、

8
週
間
育
て
て
も
ら
い
、
そ
の
間
、
定

期
的
に
植
物
の
前
で
脳
波
を
測
る
と
、

日
が
経
つ
に
つ
れ
て
リ
ラ
ッ
ク
ス
の
度

合
い
が
上
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。ま
た
、

他
人
が
育
て
た
植
物
と
比
較
す
る
と
、

自
分
で
育
て
た
植
物
を
前
に
し
た
方
が

リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
が
上
が
り
、
愛
着
が

৬場ʹ২෺が͋ΔこͱͰɺετϨεが؇࿨͞Ε·しͨ ʁ͔

季節や地域、部屋の情報などを入力すると空間
が表示され、そこに選んだ植物を配置していく
と、湿度やさまざまな効果がグラフで表れます。
http://web.agr.ehime-u.ac.jp/~pgs/idse.html
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好きな植物を選んだ
（世話はしない）

何もしない
（植物あり）

そう思わない
どちらとも言えない
少しそう思う
そう思う
とてもそう思う

60

20

20

8

67

8
17

20

60

20

8

46

23

23

େ൒のํが
ʮετϨεが
؇࿨͞Εͨʯͱ
ճ౴ʂ
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ࣨ಺Ͱ২෺をҭͯΔͱɺʮԿͱͳくؾ෼がΑ͞ ͦ͏ ʯͰ͢がɺ
Ͳ͏ʹ׆のੜͪͨࢲɺࡍ࣮ いͬͨӨڹが͋ΔのͰしΐ͏ ʁ͔
このಓのεϖγϟϦετɺѪඤେֶのਔՊڭतʹ࢕い·しͨɻ

༿植物の͋る෦԰には؍
どΜなϝϦットが͋Γます͔？

तʹฉいͨڭΔѪඤେֶのਔՊ͢ڀݚ༿২෺のޮՌを؍

と
分
か
り
ま
し
た
。
実
験
で
は
、
植
物

を
置
か
な
い
部
屋
と
、
蒸
散
量
の
多
い

カ
ポ
ッ
ク
と
い
う
植
物
を
置
い
た
部
屋

で
湿
度
を
測
り
ま
し
た
。
乾
燥
し
や
す

い
冬
に
行
っ
た
た
め
、
植
物
を
置
か
な

か
っ
た
部
屋
は
湿
度
が
約
30
%
ま
で
低

下
し
ま
し
た
が
、
カ
ポ
ッ
ク
を
1
鉢
置

く
と
湿
度
が
約
50
%
に
、
2
鉢
置
く
と

約
60
%
に
な
り
、
快
適
な
湿
度
を
保
つ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
際
、
肌
の

水
分
量
を
測
る
と
、
肌
の
潤
い
も
上
昇

し
て
い
ま
し
た
。
ち
な
み
に
4
鉢
置
く

と
湿
度
が
70
%
近
く
ま
で
上
が
り
、
湿

度
が
高
く
な
り
す
ぎ
ま
し
た
。一
方
で
、

植
物
の
量
と
湿
度
の
上
昇
率
が
比
例
し

な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
湿
度
が
高
ま
る

　
私
は
約
25
年
前
か
ら
、
植
物
を
配
置

す
る
こ
と
で
居
住
者
の
快
適
性
が
ど
う

向
上
す
る
か
と
い
っ
た
「
グ
リ
ー
ン
ア

メ
ニ
テ
ィ
」の
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

大
き
な
効
果
と
し
て
は
、
ま
ず
「
温
熱

環
境
調
節
・
快
適
性
向
上
効
果
」
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
植
物
が
水
分
を
蒸
発
さ

せ
る
「
蒸
散
」
に
よ
っ
て
室
内
の
湿
度

が
上
が
り
、
快
適
性
が
向
上
す
る
と
い

う
効
果
で
す
。
人
間
が
過
ご
し
や
す
い

湿
度
は
55
〜
60
%
と
言
わ
れ
、
植
物
を

適
切
に
配
置
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
部

屋
の
湿
度
を
調
整
す
る
こ
と
が
可
能
だ

২
෺
Λ
ஔ
͘
͜
ͱ
Ͱ
ỏ
ࣨ
಺
ͷ

࣪
౓
ͱ
ഽ
ͷ
ਫ
෼
ྔ
͕
6
1

২෺がग़͢ਫ෼ʹΑͬ ͯɺਓؒが
ա͝し΍͢い��ʙ���の࣪౓ʹ

༿২෺をஔくこͱʹΑΔޮՌ؍

˔ ࣨ಺の࣪౓とഽのਫ෼ྔが্޲する
˔ 心が҆Β͗ 、ϦϥッΫεする
˔ ฻Βしに՚や͔͞ を͞͡ײ ͤる
ർ࿑を؇࿨する֮ࢹ ˔
˔ ۭ気をਗ਼ড়Խする

Plants
Life with

カポック ゴールド
クレスト

マッサン
ギアナ ユッカ

͑ڭ くͯΕͨの͸

ਔՊ߂ॏ͞Μ Hiroshige Nishina

同大植物工場研究センター長、大学院農学研究科教授。室内
緑化が人間の快適性にどう影響するかを研究する「グリーン
アメニティ」の第一人者。

愛媛大学 理事 副学長
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る
も
の
な
ど
が
馴
染
み
や
す
い
で
す
。

　
レ
イ
ア
ウ
ト
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
ま
ず

メ
イ
ン
と
な
る
大
き
め
の
植
物
を
選

び
、
ど
こ
に
置
く
か
を
決
め
、
次
に
そ

の
左
右
や
奥
に
、
中
く
ら
い
の
も
の
と

小
さ
め
の
も
の
を
立
体
的
に
配
置
す
る

こ
と
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
植
物
の
葉
の

色
を
合
わ
せ
る
な
ど
、
統
一
感
を
持
た

せ
る
と
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
や
す
く
な

り
ま
す
。
そ
の
後
、
慣
れ
て
き
た
ら
、

他
に
も
植
物
を
揃
え
、
イ
ン
テ
リ
ア
と

し
て
家
具
や
絵
と
合
わ
せ
る
な
ど
自
分

好
み
に
ア
レ
ン
ジ
し
て
い
く
と
よ
い
と

思
い
ま
す
。
赤
や
黄
色
な
ど
ア
ク
セ
ン

ト
に
な
る
よ
う
な
色
の
プ
ラ
ン
タ
ー
に

変
え
て
み
た
り
、
家
具
の
よ
う
に
配
置

を
変
え
た
り
、
ク
リ
ス
マ
ス
シ
ー
ズ
ン

に
は
ツ
リ
ー
代
わ
り
に
し
て
み
た
り
、

自
分
な
り
の
植
物
と
の
楽
し
み
方
を
開

発
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

ランドスケープデザイン、ガーデンデザイン、
ディスプレイ、インドアグリーンの企画、デザ
イン、施工まで一貫した業務を行う。また、オ
フィスやショップでのレンタルグリーンやメン
テナンスも行う。その場所が持つ背景、時代の
流れや既成概念にとらわれないアイデア、クラ
イアントとの対話を通じて、そこに在るべきカ
タチを本質的に実現することを目指す。

ΦϦβのおࣄ࢓

Before

Before

After

After

Reference

プライベートな空間なので、好きな
植物を集めたというイメージで、サ
ボテン、多肉植物、モンステラとバ
ラバラな雰囲気の植物をレイアウト
してみました。日々の変化を観察で
きるよう、イスに座ったときに囲ま
れるような形で配置。書斎は管理の
しやすさが重要なので、水やりが少
なくてすむ植物がよいでしょう。

ॻࡈ

Ո଒શһがա͢͝場ॴͱҧいɺ
؅ཧが؆୯ͳ২෺を

2.

ご家族の暮らしぶりから、和モダン
なテイストを目指し、右にパキラ、
左にはメキシコソテツを配置し、プ
ランターはコンクリート調の材質を
選びました。他に、シュロチクなど
も合わせやすいと思います。和室で
は、枝の流れを見せられる線の細い
植物を厳選し、できるだけスッキリ
と配置するのがポイントです。

࿨ࣨ

ҭͯੈଳの現୅తͳ࿨ࣨʹ͸ࢠ
ಈ͖の͋ΔΦγϟϨͳ২෺を

3.

キッチンのすぐ傍のため、それほど
日光が必要なく、みずみずしい印象
のぺぺロミアを選びました。リビン
グとの空間を遮らないよう、低めで
小ぶりなものを選ぶのもポイント。
また清潔感を意識し、プランターは
白を基調に。作業スペースの邪魔に
ならないよう、さりげなくアイコン
的に飾るとよいと思います。

キッνン

ਗ਼ܿײの͋ΔΈͣΈͣしい
খͿΓのϙοτを

4.

After

Before

09

২෺のΑ͞ ΍ޮՌ͸෼͔ͬͯ ͖ͨ΋ののɺ
ʮ࣮ࡍɺ部԰ʹͲ͏ ஔ͚͹Αいのʁʯͱ͏ࢥਓ΋ଟいのͰ͸ͳいͰしΐ͏ ͔ɻ
こͦͰίʔσΟωʔτのϓϩ ϨʹΠΞ΢τのϙΠϯτを࢕い·しͨɻ

ૉͬ気ない෦԰に
植物を০ͬてみました

άϦʔϯίʔσΟωʔλʔʹڭΘͬͨ

お࿩をͨͬ࢕ の͸このおೋਓʂ

　植
物
を
暮
ら
し
に
取
り
入
れ
る
際

は
、
ま
ず
は
気
に
入
っ
た
も
の
を
置
く

こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
特
に
初
心

者
の
方
は
、
イ
ン
テ
リ
ア
と
し
て
考
え

る
前
に
、
好
き
か
嫌
い
か
、
愛
着
が
持

て
る
か
ど
う
か
が
重
要
で
す
。
そ
の
あ

と
で
、
置
き
場
や
合
わ
せ
る
家
具
、
プ

ラ
ン
タ
ー
を
考
え
る
と
よ
い
と
思
い
ま

す
。
ペ
ッ
ト
と
ま
で
は
い
か
な
く
と
も

植
物
も
生
き
物
で
す
か
ら
、
最
初
は
育

て
や
す
い
も
の
か
ら
始
め
、
い
ろ
い
ろ

と
試
し
な
が
ら
自
分
に
合
っ
た
も
の
を

見
極
め
て
い
く
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。

　置
く
場
所
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
部
屋
の

扉
を
開
け
た
と
き
に
植
物
が
目
立
ち
、

華
や
か
な
印
象
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。

光
も
大
事
な
要
素
で
、
日
光
が
当
た
る

こ
と
も
そ
う
で
す
が
、
照
ら
さ
れ
た
植

物
に
よ
っ
て
で
き
る
影
も
、
部
屋
の
印

象
を
大
き
く
変
え
て
く
れ
ま
す
。

　ま
た
、
葉
の
色
の
濃
淡
や
明
る
さ
、

樹
形
は
、
部
屋
の
印
象
を
変
え
る
重
要

な
要
素
で
す
。
高
級
感
を
出
し
た
い
場

合
は
、
葉
は
濃
い
緑
色
で
、
ま
っ
す
ぐ

整
っ
た
樹
形
が
、
ま
た
、
ナ
チ
ュ
ラ
ル

感
や
お
洒
落
な
雰
囲
気
を
出
し
た
い
場

合
は
、
薄
く
明
る
め
の
葉
で
動
き
が
あ

২
෺
΋
ੜ
͖
෺
ͳ
ͷ
Ͱ
ỏ·
ͣ
͸

޷
͖
ͳ
΋
ͷ
ỏҭ
ͯ
΍
͢
͍
΋
ͷ
Λ
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࿕͞Μॣݪ౻ Shunro Fujiwara

1990年東京生まれ。東京農業大学造園科
学科卒業後、植物を扱うデザイン会社に入
社。経験を積んだ後、オリザを設立。

（株）オリザ（Oryzainc.） 代表取締役

ӿຊ͞܆�Μ Kaoru Enomoto

1989年愛知生まれ。大学卒業後、都内の
生花店に入社。花や植物を使ったディスプ
レイを学んだ後、オリザに入社。

（株）オリザ（Oryzainc.）

日当たりがよかったため、大きなゴ
ムの木を右奥に置きました。奥の白
壁を活かすように、流れるような樹
形を選んでいます。その高さに対し
てリズムをつけるように左奥にモン
ステラを置き、さらに立体感を意識
してゴムの手前に低い鉢と、卓上に
ポットも置きました。家で一番いる
時間が長い場所なので、最初からあ
る木目のナチュラル系の家具に合わ
せたコーディネートです。外に緑が
続くようにベランダに植物を置いた
のもポイントです。

ϦϏンά

ϝΠϯͱͳΔେ͖ͳ২෺のஔ͖場
をܾΊɺ中ɺখの২෺をཱମతʹ

1.

Before

After
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২෺ʹғ·Εͨੜ׆をしͨいͱͯͬࢥいͯ΋ɺࣗ ୐΍ձࣾͰҭͯΔの͸
ΐͪͬ ͱ೉しいͱい͏ํ΋いΔ͔΋しΕ·ͤΜɻͦ こͰɺここͰ͸২෺をͯݟ
஌ͬͯ ਎ۙʹָͯ͡ײしΉํ๏΍ɺお͢͢ΊεϙοτͳͲを͝঺հし·͢ɻ

気ܰにできる植物ମݧ
͙͢ʹ২෺をങ͏の͸ʜͱい͏ํ΁

ͦのଞ

γϣッϓ
植物の販売だけでなく、遊びや食事までできるテーマパー
ク感覚の大型ショップも。「the Farm UNIVERSAL」は、
大阪府と千葉県にあるガーデンセンター。ブランコやアス
レチックコーナーもあって大人から子どもまで楽しめま
す。他にも、都内最大級のフラワーパーク「オザキフラワー
パーク」は、まるで植物園かと見紛うほど。植物の数に圧
倒されてしまいます。

ΧϑΣˍϨεトϥン
最近では、もともと植物を扱っていたショップがカフェを
併設するなど、緑と触れ合いながら飲食ができる空間も増
えています。東京・広尾にある「Les Grands Arbres」は、
木のぬくもりを感じられるツリーハウスのあるカフェ。表
参道には、連日、長蛇の列が絶えない「AOYAMA FLOWER 
MARKET TEA HOUSE」が。都心とは思えない癒しの空間
でゆったりとした時間を過ごせるとあって人気です。

植物Ԃ
さまざまな環境に存在する植物を一挙に思い切り楽しみた
い際のおすすめはやはり植物園。普段はなかなか見ること
ができない植物や、温室の中でジャングルのように生息す
る植物にじっくりと出合うことができます。「京都府立植
物園」は1924年に日本で初めて開園し、国内トップ級の1
万2000種を保有。「兵庫県立淡路夢舞台温室 ・奇跡の星の
植物館」は、館内が8つのゾーンに分かれ、好奇心をくす
ぐるイベントでリピーターも多くいます。また、絶滅危惧
種、貴重な植物などを数多く展示保有する「国立筑波実験
植物園」や、週末には植物の観察会や育成講座も開催され
る「高知県立牧野植物園」、大温室を昨年リニューアルし、
約１万種を保有する「広島市植物公園」などは、植物を学
びたい人におすすめ。都心部では、雑木林・芝生広場・大
温室など、見どころいっぱいの「神代植物公園」が人気です。

ϘϥンςΟΞ
実際に自分で植物を植えたり、育てたりしたいという方に
は、ボランティア活動もおすすめです。公共施設や商店街
など、定期的に植栽や植林、庭のお手入れなどのボランティ
アを募っているところも多くあります。近隣のお便りや
ネット検索などで見つけたら、気軽に訪ねてみてはいかが
でしょう。思いっきり土いじりを楽しんで、ストレス発散
にもなるかもしれません。

Plants
Life with

「GreenSnap」や「PlantSnap」など便利
な機能を使いこなせば、今日からあなたも
植物博士に！
https://greensnap.jp/
https://www.plantsnap.com/

ΞϓϦ΍8FCαΠτͰɺ
؆୯২෺ࡧݕɻࣸ ਅをͯͬࡱ
61͢Δ͚ͩͰɺ໊ લが෼͔Δɻ

1

観葉植物や果物の樹、多肉植
物などの返納品もあったりし
ます。

Կをങ͑͹いい͔
෼͔Βͳいํʹ͸ɺ
;Δ͞ ͱೲ੫ͱい͏ख΋ɻ

2

案内人付きの街歩き自然ツアーや、
植物探索ツアーなど、検索すると意
外にもたくさんあるようです。

֗า し͖ͳがΒɺ২෺を
ָしΉπΞʔɻΨΠυ෇͖Ͱ
২෺ʹͭいֶͯ΂ Γͨし·͢ɻ

3

11

ここͰ΋このおೋਓʹ
い·しͨ࢕ �

২෺ͱ฻Β͢の΋ͳΜ͔ͩΑ͞ ͦ͏ ɻ
Ͱ΋ɺいͬͨいԿをͲ͏ ҭͯΕ͹いいのʁɹͦΜͳٙ໰ʹɺお౴ し͑·͢ɻ

植物のキホン、聞いてみました
こΕ͔ΒҭͯͯΈͨいํඞݟʂ

世話をする際、
気をつけることは？

初心者におすすめの
植物は？

Plants
Life with

植物も生き物で呼吸していますの
で、新鮮な空気を与えると元気にな
ります。また、風通しや霧吹きは害
虫予防にも効果的です。癒しを与え
てくれる植物たちを気にかけてお世
話する。その気持ちを持つことが大
事なのかと思います。

ウンベラータ、ベンジャ
ミン、シュロチク、フィ
ロデンドロン、モンステ
ラ、シダ系、ペペロミア
など

೔ޫが
গͳくͯ ΋0,

多肉植物、モンステラ、
フィカスなど

ਫ΍Γが
গͳくͯ ΋0,強くて丈夫なゴムの木は比較的育て

やすく、種類も豊富ですし、多肉植
物やサボテンなど水やりの頻度が少
なく、比較的安価なものもおすすめ
です。最近は、100円ショップで売っ
ている植物もありますので、自分の
部屋に連れて帰りたい！と思ったな
ら気楽にトライしてみるのもおすす
めです。

Ͳの২෺ʹ΋ڞ௨͢Δこͱ͸ɺ
෩௨しをΑく͢ ΔこͱͰ͢ɻ

·ͣ͸ɺࣗ ෼がؾʹೖͬͨ
২෺Ͱɺ΍͸Γҭͯ΍͢い΋の
がΑいͰしΐ͏ ɻ

Q.

Q.

Q.

Q.

Q.

育てやすい植物を選ぶには？

多少、日当たりの悪い部屋でも育てられたり、水やり
が頻繁でなくてもよい植物もありますから、ご自身の
暮らしに合った植物を選んでみてください。

ඞཁͳのがɺݶ௿࠷ʹ༿২෺をҭͯΔの؍
೔ޫɺਫ෼ɺ෩௨しͰ͢ɻ
೔౰ Γͨ΍部԰のڥ؀ɺੜ׆のํ࢓ʹ
߹͏২෺をબͿのがϙΠϯτͰ͢ɻ

置き場所などの
注意点は？

空調機器からの風の直撃もよくあり
ません。季節によって置き場所を変
えるなど、乾燥への注意が必要です。
霧吹きなどは部屋の乾燥対策にも
なって一石二鳥です。ほかにも、サ
ボテンとシダ系など、水やりの頻度
が異なる植物同士の寄せ植えは避け
ましょう。

২෺͸೔ޫを޷Έ·͢がɺ
Ն場の௚ࣹ೔ޫͰ༿がম͚ͨ Γɺ
ౙ場ʹ֎ʹग़しɺૼ が߱ΓΔͱ
ΕΔこͱ΋͋ރ Γ·͢ɻ

Q.

出張や旅行など、長期で外出する場合は？

2～3日なら、鉢の下が少し浸るくらいに受け皿に水を貯めておくとよいでしょ
う。数週間の長期不在などの場合は、市販の自動給水器などが便利です。

కΊ੾ۭͬͨؒʹ௕く২෺をஔくの͸Αく͋ Γ·ͤΜがɺ
ෆ࣌ࡏͳͲ͸ɺ౔が͔סͳいΑ͏ ʹ͢ΔରࡦがඞཁͰ͢ɻ

子どもやペットが
いる家で気を
つけることは？

アイビーやポトスなどペットにとっ
て毒となる植物もあります。購入前
に調べたり、手の届かない場所に置
くなど注意する必要があります。

αϘςϯの਑͸ݥةͳのͰɺ
Ͳ΋のखのಧ͔ͳい場ॴͰࢠ
؅ཧし くͯͩ ͞いɻ
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千
里
中
央
は
1
9
7
0
年
の
大
阪

万
博
（
日
本
万
国
博
覧
会
）
の
前
後
に

開
発
さ
れ
た
地
域
で
、
京
都
・
大
阪
・

神
戸
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
良
く
、
関
西
屈

指
の
人
気
の
住
宅
地
と
し
て
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
閑
静
な
住
宅
街
が
広
が
り
、

大
き
な
公
園
や
病
院
、
大
学
を
擁
す
る

一
方
、
日
本
を
代
表
す
る
企
業
の
支
店

や
研
究
セ
ン
タ
ー
も
多
く
集
ま
っ
て
い

ま
す
。

　
信
用
保
証
ビ
ル
は
、
そ
ん
な
千
里
中

央
の
中
心
部
に
建
つ
テ
ナ
ン
ト
ビ
ル
で

す
。
北
大
阪
急
行
電
鉄
と
大
阪
モ
ノ

レ
ー
ル
の
千
里
中
央
駅
か
ら
傘
い
ら
ず

で
徒
歩
1
分
と
い
う
好
立
地
の
た
め
、

金
融
機
関
や
弁
護
士
事
務
所
、
会
計
事

務
所
、
医
療
機
関
と
い
っ
た
約

20
の
テ
ナ
ン
ト
様
に
入
居
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

―
―
Τ
Ϩ
ϕ
ồ
λ
ồ
ͷ
Ϧ

χ
ỿ
ồ
Ξ
ϧ
ʹ
ࢸ
ỳ
ͨ
ܦ
Ң
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͓
ฉ
͔
ͤ
͘
ͩ
͞
͍
Ố

　
ひ
と
言
で
表
せ
ば
経
年
劣
化

で
す
が
、
築
30
年
を
迎
え
た

2
0
1
7
年
当
時
で
も
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
に
は
こ
れ
と
い
っ
た

不
具
合
は
な
く
、
テ
ナ
ン
ト
様

か
ら
の
苦
情
も
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
強
い
て
言
え
ば
、
着
床

時
や
昇
降
時
の
揺
れ
が
少
し
気

に
な
る
く
ら
い
で
、

慌
て
て
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
す
る
こ
と
も
な
い

と
考
え
て
い
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
私
の
前

任
者
の
頃
か
ら
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
の
計
画

は
し
て
い
ま
し
た
。

昨
年
6
月
に
大
阪
北
部
地
震
を
経
験

し
、
テ
ナ
ン
ト
様
か
ら
「
地
震
で
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
内
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
ら
ど

う
し
よ
う
…
」
と
い
う
不
安
の
声
が
聞

こ
え
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

制
御
機
器
を
中
心
に
更
新
す
る
「
制
御

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
」
の
実
施
を
決
定
し
ま

し
た
。
工
期
は
11
月
か
ら
12
月
に
か
け

て
の
期
間
で
し
た
。

―
―
Ϧ
χ
ỿ
ồ
Ξ
ϧ
Λ
ऴ
͑
ͯ
͍
͔
͕

Ͱ
͢
͔
ʁ

　
ま
ず
、
懸
念
事
項
だ
っ
た
地
震
時
の

閉
じ
込
め
に
関
す
る
不
安
は
解
消
さ
れ

ま
し
た
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
は
、
初
期
微
動
を
感
知
す
る

と
最
寄
階
に
停
止
し
て
ド
ア
を
開
き
、

乗
客
を
降
ろ
し
て
く
れ
る
そ
う
で
す
。

本
震
の
前
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
停
止
さ

せ
て
、
閉
じ
込
め
な
ど
の
リ
ス
ク
を
抑

え
る
と
聞
き
ま
し
た
。

本
震
が
小
さ
け
れ
ば
、

少
し
経
つ
と
通
常
運
転

に
戻
る
よ
う
で
す
。
テ
ナ

ン
ト
様
に
一
連
の
機
能
を

ご
説
明
し
た
と
こ
ろ
、
ご

安
心
い
た
だ
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
以
前
は
こ
の

地
域
の
瞬
時
電
圧
低
下

の
影
響
で
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
が
停
止
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
閉
じ

込
め
と
い
う
ほ
ど
長
い

時
間
で
は
あ
り
ま
せ
ん

Ϧ
χ
ỿ
ồ
Ξ
ϧ
ޙ
ͷ
҆
શ
ੑ
ೳ
Λ
͝
આ
໌
͠
ͨ
ͱ
͜
Ζ
ỏ

ɹ
ɹς
φ
ϯ
τ
༷
͔
Β
ủ
҆
৺
Ͱ
͖
Δ
Ứ
ͱ
ݴ
ỳ
ͯ
͍
ͨ
ͩ
͚
ͨ

信用保証サービスセンターと大阪信用保証協会の皆さん。

一般財団法人
信用保証サービスセンター
理事 事務局長

Տ্խ඙͞Μ

信用保証サービスセンター
理事 事務局長

͞Μ

かご室には「P波感知器付地
震時管制運転」と「戸開走行保
護装置」の搭載を証明するス
テッカーが貼付されています。

εςοΧʔʹΑͬ ͯ
҆શੑೳをՄࢹԽ

13

所在地：大阪府豊中市
 新千里東町1-2-4
施設：地上7階、地下1階
総面積：5444.44㎡
竣工：1987年

৴༻อূϏϧ
େࡕのઍཬ中央Ӻ͔Βెา�෼ͱい͏ཱ޷஍ʹ͋Δ৴༻อূϏϧɻ
ΤϨϕʔλʔのϦχϡʔΞϧʹݕ͚ͨ޲౼をਐΊͯいͨͳ͔ɺ
Εɺ̓͞ݧܦ๺部஍਒をࡕ೥�݄ʹେࡢ શੑ্޲΁の
ͬ·ߴӡがػ ͨͦ͏ Ͱ͢ɻϦχϡʔΞϧのܦҢ΍͝ײ૝ʹͭいͯɺ
৴༻อূαʔϏεηϯλʔのՏ্͞Μʹお࿩を࢕い·しͨɻ

৴༻อূϏϧ

ϦχϡʔΞϧʹΑͬޚ੍ ͯ
஍਒ʹΑΔʮด͡ࠐΊʯのෆ҆をղফ

新の҆શੑೳͱ࠷
ԕִࢹ؂ϝϯςφϯεが҆৺ײをৢ੒ʂ

ϦχϡʔΞϧʹΑͬޚ੍ ͯ
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ご
室
操
作
盤
に
は
広
角
ミ
ラ
ー
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。
女
性
に
喜
ば
れ
そ
う
だ

と
予
想
し
て
い
た
の
で
す
が
、
男
性
が

身
だ
し
な
み
チ
ェ
ッ
ク
に
使
う
こ
と
が

多
い
よ
う
で
す
。
思
惑
は
外
れ
ま
し
た

が
、
皆
さ
ん
に
活
用
い
た
だ
け
て
い
る

よ
う
で
す
。

―
―
೔
ࠒ
ͷ
ϝ
ϯ
ς
φ
ϯ
ε
α
ồ
Ϗ
ε

͸
͍
͔
͕
Ͱ
͢
͔
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リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
前
は
毎
月
技
術
員
の

方
が
点
検
に
来
て
い
ま
し
た
。
点
検
は

1
台
ず
つ
で
す
が
、
点
検
中
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
は
使
用
で
き
な
い
た
め
、
テ

ナ
ン
ト
様
に
ご
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
は
遠

隔
監
視
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
と
な
り
、
点
検

に
よ
る
停
止
頻
度
は
低
く
な
り
ま
し

た
。
正
直
な
と
こ
ろ
、
技
術
員
に
よ
る

点
検
は
安
心
感
が
あ
る
の
で
す
が
、
東

芝
エ
レ
ベ
ー
タ
の
遠
隔
監
視
技
術
も
信

頼
し
て
い
ま
す
。
重
要
な
の
は
安
全
性

と
快
適
性
が
し
っ
か
り
維
持
さ
れ
る

こ
と
で
す
。

　
直
下
型
地
震
や
東
海
地
震
の
可
能
性

も
高
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
す
の
で
、
さ

ら
な
る
安
全
の
た
め
に
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
内
に
防
災
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
を
設
置

す
る
こ
と
な
ど
も
今
後
検
討
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ϝʔΧʔのཱ場͔Β

おدʹ٬༷ΓఴいɺϦχϡʔΞϧʹؔ͢ΔおࠔΓの఺をղܾ

εϚʔτΩϟϥόϯΧʔˍ73ΩϟϥόϯͰϦχϡʔΞϧલޙをମײʂ

˔ৄしく͸د࠷のฐࣾڌ఺の୲౰ऀʹ͝࿈བྷをおئいし·͢ɻ

信用保証ビル様は、信用保証サービス
センター様と大阪信用保証協会様との
共同所有物件です。意匠検討の際は、

ʦεϚʔτΩϟϥόϯΧʔʧ

「地震時管制運転」や「停電時自動着床装置」、
「戸開走行保護装置」といった機能や「閉じ込
め救出」のプロセス、リニューアル前後での
乗り心地の違いなどを体感いただけます。そ
のほか、天井・側板・床などの意匠を、見て
触れてご確認いただくことが可能です。

ʦ73Ωϟϥόϯʧ

VR（仮想現実技術）を活用し、パーツを組み
合わせて、リニューアル後の意匠をシミュ
レーションしたり、リニューアル前後の違い
や管制運転を体感できます。

双方から合計10名以上のご関係者様
にお集まりいただき、VRキャラバン
とスマートキャラバンカーを活用して
リニューアル後のイメージを共有いた
だくこととなりました。特にVR体験
では、かご内を360°見渡せることから、
操作盤や側板などの印象が分かりやす
いと好評でした。
リニューアルに至るまでには、費用や
工期をはじめとして、エレベーター停

止期間中のビル内動線や意匠の検討と
いったさまざまな課題があります。私
の仕事は、お客様にご心配事を伺い、
お困りの点を一緒に解決していくこと
だと考えています。ご要望によっては
100％実現することは難しいものもあ
りますが、お客様の立場に立ち、今後
も安全・安心・快適な最新機種へのリ
ニューアルをご提案していきたいと
思っています。

ৄしく͸د࠷のฐࣾڌ఺の୲౰ऀʹ͝࿈བྷをおئいし·͢ɻ

VR（仮想現実技術）を活用し、パーツを組み
合わせて、リニューアル後の意匠をシミュ
レーションしたり、リニューアル前後の違い

٢ా఩࿠

関西支社
フィールド営業第一部
リニューアル営業グループ

٢ా఩࿠

関西支社
フィールド営業第一部
リニューアル営業グループ

information

※内容拡充のため現在
改修工事中です。

が
、
か
ご
内
に
い
る
人
は
不
安
で
、
時

間
も
長
く
感
じ
る
と
思
い
ま
す
。
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
後
の
機
種
で
は
、
停
電
時

は
予
備
電
源
に
切
り
替
わ
る
と
の
こ
と

で
す
し
、万
が
一
の
閉
じ
込
め
の
際
は
、

東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
の
サ
ー
ビ
ス
情
報
セ

ン
タ
ー
に
自
動
で
発
報
さ
れ
、
救
出
に

来
る
体
制
に
な
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
昇
降
が
ス
ム
ー
ズ
で
、
着

床
時
や
昇
降
時
の
揺
れ
は
感
じ
な
く
な

り
ま
し
た
。
テ
ナ
ン
ト
様
か
ら
は
、
新

た
に
搭
載
さ
れ
た
行
先
階
取
り
消
し
機

能
と
、
セ
ン
サ
ー
に
よ
る
ド
ア
挟
ま
れ

防
止
機
能
が
特
に
好
評
で
す
。
医
療
機

関
も
入
居
す
る
た
め
、
ビ
ル
に
は
ご
年

配
の
方
も
多
く
お
越
し
に
な
り
ま
す
。

以
前
は
、
乗
り
降
り
の
際
に
ド
ア
が
身

体
に
当
た
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
経
て
、よ
り
安
全
に
、

よ
り
安
心
し
て
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
お
使

い
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

―
―
ҙ
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意
匠
検
討
の
際
、
色
見
本
だ
け
で
は

あ
ま
り
イ
メ
ー
ジ
が
湧
か
ず
に
悩
ん
で

い
た
の
で
、
ス
マ
ー
ト
キ
ャ
ラ
バ
ン

カ
ー
と
V
R
体
験
を
提
案
い
た
だ
け

た
の
は
大
変
良
か
っ
た
で
す
。
ス
マ
ー

ト
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
で
は
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
前
後
の
違
い
を

体
験
で
き
た
り
、
意
匠
を
確
認
で
き
た

り
。
V
R
体
験
で
は
、
天
井
や
壁
紙
、

操
作
盤
な
ど
の
デ
ザ
イ
ン
を
組
み
合
わ

せ
て
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
内
の
全
体
の
バ

ラ
ン
ス
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
関
係
者

一
同
で
イ
メ
ー
ジ
を
共
有
で
き
ま
し

た
。
カ
タ
ロ
グ
や
色
見
本
で
見
る
の
と

ス
マ
ー
ト
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
や
V
R

体
験
で
見
る
の
と
で
は
、
全
然
イ
メ
ー

ジ
が
違
い
ま
す
ね
。

　
以
前
は
天
井
も
床
も
黒
っ
ぽ
い
感
じ

で
し
た
が
、
床
や
壁
紙
を
一
新
し
た
ほ

か
、
L
E
D
天
井
照
明
に
よ
っ
て
明

る
い
印
象
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
か

7
3
ମ
ݧ
Ͱ
Ϧ
χ
ỿ
ồ
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BeforeAfter

長年ご利用いただき、かご室に
は傷や汚れが見られました。

1. LED天井照明がかご室を明るく照らします。2,4. ユニバーサ
ルデザインが採用されたかご室。3. 地下階の乗場ドアも一新。
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大阪北部の台所ともいわれる豊南市場。昔なが
らの生鮮食品店が元気に営業していました。

ઍཬ઒౔ख
千里中央駅からは自動車で約25分、
伊丹空港の南側にあたる千里川土手は
飛行機の離発着を間近で見られるス
ポット。テレビコマーシャルで紹介さ
れたこともあり、注目されています。
頭の真上を大きな飛行機が迫ってくる
その姿に大興奮すること間違いなし！
休日は飛行機ファンや家族連れで賑わ
うそうです。

ඈػߦのഭྗをମײͰ Δ͖

 大阪府豊中市原田中2丁目

χϡʔΞετϦΞ
千里川中央駅の駅ビルにある1970年
開店の喫茶店。厚みのある柔らかなカ
ツに、ジューシーなトマトとシャキ
シャキレタスのコンビネーションが絶
妙なカツサンド。オーダーが入ってか
ら作るのがポイントだそう。地元の方
のみならず、最近ではSNS映えする
と遠方からのお客さんも多く、行列の
できる喫茶店です。

Χπαϯυがେਓؾͳ٤஡ళ

 大阪府豊中市新千里東町1-3-8
　せんちゅうパルB1F
 8:00~18:30（18:00ラスト
　オーダー、毎週木曜日・
　第4水曜日・祝日は定休）

ҏ୮ۭߓʹ

ண཮し· ʂ͢
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大
阪
駅
か
ら
約
15
分
、
北
大
阪

急
行
線
の
終
点
が
千
里
中
央
駅

で
す
。
駅
舎
の
構
造
が
特
徴
的
で
、
地

下
2
階
に
あ
た
る
ホ
ー
ム
は
吹
き
抜
け

に
な
っ
て
い
て
、
そ
の
上
の
階
に
は
飲

食
店
街
が
連
な
り
、
地
下
空
間
と
い
え

ど
も
開
放
感
が
あ
り
ま
す
。
大
阪
モ
ノ

レ
ー
ル
も
乗
り
入
れ
て
い
て
、
万
博
公

園
ま
で
は
こ
こ
か
ら
二
駅
。
北
大
阪
急

行
と
大
阪
モ
ノ
レ
ー
ル
は
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
を
介
し
て
隣
接
し
て
い
る

た
め
、
人
の
往
来
が
絶
え
ず
、
特
に
通

勤
・
通
学
時
間
帯
は
大
賑
わ
い
で
す
。

　
大
阪
府
豊
中
市
に
位
置
す
る
こ
の
地

域
は
、
1
9
7
0
年
に
行
わ
れ
た
大
阪

万
博
（
日
本
万
国
博
覧
会
）
と
同
時
期

に
、
日
本
で
最
初
の
大
規
模
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
と
し
て
開
発
さ
れ
ま
し
た
。
戸
建

て
住
宅
や
集
合
住
宅
が
広
が
る
中
に
、

計
画
的
に
緑
豊
か
な
公
園
や
学
校
、
病

院
、
行
政
、
鉄
道
が
配
置
さ
れ
、
多
く

の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
が
こ
の
地
に
な
ら
っ

て
開
発
さ
れ
た
と
い
い
ま
す
。

　
一
帯
が
開
発
さ
れ
て
か
ら
約
50
年
、

駅
周
辺
の
再
開
発
が
進
み
、
か
つ
て
の

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
が
生
ま
れ
変
わ
る
様
子

に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
数

年
で
家
電
量
販
店
や
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
、

商
業
施
設
と
住
宅
が
一
体
と
な
っ
た
高

層
ビ
ル
が
建
つ
な
ど
、
街
並
み
に
変
化

�

新

が
見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
北
大
阪
急
行

が
2
0
2
0
年
度
に
延
伸
す
る
予
定
が

あ
り
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
駅
周
辺
で
は

更
な
る
建
て
替
え
も
計
画
さ
れ
て
い
る

そ
う
で
す
。
再
開
発
が
進
む
一
方
で
、

万
博
前
後
の
建
築
物
も
あ
り
、
新
旧
が

入
り
混
じ
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
街
の
変

移
を
肌
で
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
施
設
が
凝
縮
さ
れ
た
駅

前
か
ら
離
れ
る
と
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た

住
宅
街
が
広
が
り
、
開
発
か
ら
50
年

経
っ
た
今
も
な
お
美
し
い
景
観
が
保
た

れ
て
い
る
の
が
印
象
的
で
、
こ
の
街
に

暮
ら
す
人
々
の
品
の
良
さ
が
垣
間
見
ら

れ
ま
す
。
住
宅
街
の
中
に
あ
る
千
里
中

央
公
園
で
は
、
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
で
子
ど

も
た
ち
が
遊
ぶ
姿
や
、
ピ
ク
ニ
ッ
ク
や

散
歩
を
楽
し
む
方
の
姿
が
あ
り
、
暮
ら

し
の
中
に
自
然
が
溶
け
込
ん
で
い
ま
し

た
。
古
き
良
き
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
と
し
て

の
核
を
残
し
な
が
ら
、
新
た
な
発
展
を

遂
げ
よ
う
と
す
る
こ
の
街
の
人
気
が
一

層
高
ま
っ
て
い
る
の
も
納
得
で
す
。

駅の西にはアクセスの良さから
大企業の拠点が集まっています。

େࡕສതͱ࣌をಉ く͡しͯ։ൃ͞Εͨઍཬ中央Ӻपลɻ
։ൃʹΑͬ࠶ ͯ新چの֗ฒΈがೖΓࠞ Γ͡ɺ
μΠφϛοΫͳ֗のมҠをഽͰ͡ײΔこͱがͰ ·͖͢ɻ

೔ຊॳのେن໛χϡʔλ΢ϯ
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道
を
曲
が
っ
た
瞬
間
、
風
景
に
心
を
奪
わ
れ

た
。
墓
地
の
横
に
長
屋
作
り
の
商
店
が
並
び
、

そ
の
先
に
も
く
も
く
と
白
い
煙
を
吐
き
出
す
工

場
の
紅
白
煙
突
。こ
の
一
風
変
わ
っ
た
空
間
に
、

次
々
と
人
が
集
ま
っ
て
い
た
。
本
日
は
月
に
１

度
、
第
１
日
曜
日
に
開
催
さ
れ
る
沼
垂
テ
ラ
ス

商
店
街
・
朝
市
の
日
。
新
潟
駅
か
ら
徒
歩
20
分

ほ
ど
の
商
店
街
は
、2
0
1
5
年
に
始
動
し
た
。

サ
テ
ラ
イ
ト
店
な
ど
も
含
め
て
現
在
は
約
30
店

舗
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。「
各
店
の
定
休
日
が

ば
ら
ば
ら
な
の
で
、
月
に
一
度
は
商
店
街
で
一

斉
に
お
店
を
開
け
て
お
客
様
を
お
迎
え
し
よ

う
っ
て
朝
市
を
始
め
た
ん
で
す
」
と
、
店
舗
統

括
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
高
岡
は
つ
え
さ
ん
。
商
店

街
外
部
の
30
〜
40
店
舗
も
朝
市
に
参
加
。
今
回

は
佐
渡
か
ら
人
気
の
パ
ン
屋
や
ジ
ャ
ム
屋
な
ど

も
出
店
し
て
共
に
朝
市
を
盛
り
上
げ
て
い
た
。

　 

「
か
つ
て
こ
こ
は
沼
垂
市
場
通
り
っ
て
呼
ば

れ
て
い
た
ん
で
す
。
長
屋
で
青
物
屋
、乾
物
屋
、

日
用
雑
貨
の
店
な
ど
が
商
売
を
し
て
い
ま
し

た
。
シ
ャ
ッ
タ
ー
で
開
け
閉
め
す
る
市
場
で
す

ね
。
沼
垂
は
も
と
も
と
発
酵
食
品
の
街
な
ん
で

す
よ
。
そ
れ
と
、
工
場
で
す
ね
。
商
店
街
の
先

に
製
紙
工
場
の
煙
突
が
見
え
ま
す
け
ど
、
以
前

は
他
に
も
工
場
が
あ
っ
て
24
時
間
稼
働
し
て
い

た
ん
で
す
。
映
画
館
や
パ
チ
ン
コ
屋
、
飲
み
屋

が
あ
っ
て
、
沼
垂
は
労
働
者
の
娯
楽
の
場
で
し

た
。
た
だ
工
場
が
閉
鎖
さ
れ
て
、
時
代
と
と
も

に
寂
れ
た
雰
囲
気
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
」

は
つ
え
さ
ん
の
生
家
は
、
通
り
に
面
し
た
大
衆

割
烹
「
大
佐
渡
た
む
ら
」
だ
。
通
り
の
変
化
を

実
際
に
見
て
育
っ
た
。

　「
最
初
は
父
な
ん
で
す
。

〝
向
か
い
に
店
を
出
そ
う

や
〞
っ
て
言
っ
た
の
は
。

〝
卵
焼
き
と
ソ
フ
ト
ク

リ
ー
ム
の
店
を
や
れ

や
〞
っ
て
。
そ
れ
を
聞
い

た
家
族
は
、
え
？
っ
て
感

じ
で
す
よ
。
卵
焼
き
？
っ

て
」。
シ
ャ
ッ
タ
ー
3
枚

分
の
空
き
店
舗
を
借
り
、

2
0
1
0
年
に
総
菜
と

ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
の
店

「
ル
ル
ッ
ク
キ
ッ
チ
ン
」
を
オ
ー
プ
ン
。「
大
佐

渡
た
む
ら
」
の
厨
房
で
、
弟
の
田
村
寛
さ
ん
が

作
る
総
菜
を
並
べ
た
。

　
そ
の
頃
、
家
具
職
人
と
染
織
家
の
夫
婦
、
中

川
雅
之
さ
ん
と
な
ぎ
さ
さ
ん
が
、
学
生
時
代
の

先
輩
に
連
れ
ら
れ
て
「
大
佐
渡
た
む
ら
」
を
訪

れ
た
。
食
事
中
、
2
人
が
工
房
に
す
る
場
所
を

探
し
て
い
る
と
聞
い
た
寛
さ
ん
は
、
空
き
店
舗

を
紹
介
。中
川
さ
ん
夫
婦
自
ら
内
装
を
整
え
て
、

2
0
1
1
年
に「
I
S
A
N
A
」を
オ
ー
プ
ン

し
た
。「
当
時
通
り
の
ほ
と
ん
ど
の
シ
ャ
ッ
タ
ー

が
閉
ま
っ
て
て
、
古
く
て
錆
び
て
て
昔
の
八
百

屋
の
面
影
も
残
っ
て
て
、
時
が
止
ま
っ
て
い
る

感
じ
が
し
た
ん
で
す
。
た
だ
そ
う
い
う
と
こ
ろ

が
、
何
色
に
も
染
ま
っ
て
い
な
い
気
が
し
て
、

主
人
は
わ
く
わ
く
し
た
み
た
い
で
す
」
と
な
ぎ

さ
さ
ん
。
し
か
し
、
こ

の
場
所
で
音
の
出
る
家

具
造
り
は
難
し
い
と
判

断
し
、
当
初
は
予
想
も

し
て
い
な
か
っ
た
コ
ー

ヒ
ー
の
店
を
や
る
こ
と

に
し
た
。

　
I
S
A
N
A
に
コ
ー

ヒ
ー
を
飲
み
に
来
て
、

こ
の
場
所
に
魅
了
さ
れ

た
の
は
、「
青
人
窯
」
の

大
山
さ
ん
夫
婦
だ
。
2

人
は
、
寛
さ
ん
の
仲
介

で
陶
芸
工
房
を
兼
ね
た
店
を
始
め
る
こ
と
に
し

た
。
ル
ル
ッ
ク
キ
ッ
チ
ン
の
開
店
か
ら
1
年
ご

と
に
新
し
い
店
舗
が
誕
生
。3
店
舗
に
な
る
と
、

メ
デ
ィ
ア
に
頻
繁
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。こ
の
場
所
で
自
分
も
店
を
や
り
た
い
、

と
い
う
声
が
寛
さ
ん
の
も
と
に
届
き
始
め
た

が
、
東
新
潟
市
場
協
同
組
合
の
管
理
下
に
あ
っ

た
の
で
、
組
合
員
以
外
が
こ
れ
以
上
店
を
持
つ

土
地
が
人
を
呼
び
、
人
が
ま
た
人
を
呼
ぶ
連
鎖
が
生
ま
れ
た

4月の朝市のテーマは「パンまつり」。

1970年群馬県出身。フリー
ライター。2007年より全
日空機内誌「翼の王国」で
夫とともに「おべんとうの
時間」を連載中。

˔จɹ阿部௚ඒ

1963年東京都出身。写真
家。NHK「サラメシ」にて
お弁当ハンターとしても出
演中。近著に写真集「ひる
け」（木楽舎）。

˔ࣸਅɹ阿部�ྃ

こ
と
は
で
き
な
い
規
定
が
あ
っ
た
。驚
く
の
は
、

こ
の
時
寛
さ
ん
が
代
表
と
な
っ
て
「
テ
ラ
ス
オ

フ
ィ
ス
」
と
い
う
会
社
を
興
し
、
組
合
か
ら
店

舗
を
丸
ご
と
買
い
取
っ
た
行
動
力
だ
。
こ
の
土

地
で
半
世
紀
に
わ
た
り
店
を
続
け
て
き
た
「
大

佐
渡
た
む
ら
」
の
信
用
と
、
料
理
人
の
寛
さ
ん

ゆ
え
の
市
場
関
係
者
と
の
人
脈
が
、
実
を
結
ぶ

助
け
に
な
っ
た
。「
空
き
店
舗
の
一
部
を
買
い

取
る
だ
け
で
は
、
街
の
活
性
化
に
は
繋
が
ら
な

い
と
思
っ
て
、
事
業
計
画
を
立
て
て
銀
行
に
お

金
を
借
り
る
こ
と
に
し
た
ん
で
す
」
と
、
は
つ

え
さ
ん
。
そ
の
後
、
公
募
も
し
て
い
な
い
の
に

1
年
の
準
備
期
間
で
25
店
舗
分
の
出
店
が
す
べ

て
決
ま
っ
た
と
い
う
か
ら
す
ご
い
。

　
花
屋
、
古
本
屋
、
北
欧
雑
貨
の
店
な
ど
、
古

い
建
物
を
生
か
し
た
個
性
的
な
商
店
街
が
誕
生

し
た
。「
テ
ラ
ス
」に
は
、「
人
を
照
ら
す
」や「
寺
」

の
意
味
も
込
め
た
。
こ
こ
は
商
店
街
の
両
側
に

7
つ
の
寺
が
あ
る
寺
町
だ
。毎
月
の
朝
市
で
は
、

10
代
か
ら
70
代
ま
で
の
地
元
サ
ポ
ー
タ
ー
が
交

通
整
理
な
ど
を
担
当
。
土
地
が
人
を
呼
び
、
人

が
ま
た
人
を
呼
ぶ
。
こ
の
商
店
街
で
は
、
楽
し

い
連
鎖
が
起
き
て
い
る
。

19

わっしょい
ニッポン

阿

部夫
妻が町

おこしの現場をいく第五回

寂れた市場通りが活気溢れる商店街になった。会社を立ち上げ、
空き店舗25店舗分を買い取った田村 寛さんと、この地に魅せられて
お店を始めた商店街の人たちに会いに行った。

「シャッター街の空き店舗
  を丸ごと買い取り、
  新たな商店街を作った」

沼垂テラス商店街

商店街を運営するテラスオフィ
スの皆さん。中央が代表の田村
寛さん。寛さんの左側が父の信
郎さん、新澤さん、高岡さん。
右側が母の幹子さん、長濵さん、
能勢さん。 新潟県新潟市

中央区沼垂東

18
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੨ਓ༼のʮίʔώʔΧοϓʯ
ఱવփのᬵༀを༻いͨثがਓؾ

　「わっしょいニッポン」で紹介した沼垂テ
ラス商店街で、2012年にオープンした陶芸
教室と器の店「青

あお と が ま

人窯」。岐阜県の陶磁器意
匠研究所を修了した大山育男さんと寛子さ
ん夫婦が、たまたま沼垂を訪れてレトロな
雰囲気に惹かれて出店を決めた。「雪の日
だったんです。一面真っ白な雪景色が広がっ
ていて、遠くに工場の煙突が見えました」

と育男さん。「面白い場所だなあと思って」
沼垂という土地に引き寄せられたふたり。
　黒みがかったカップは柿

かきばいゆう

灰釉。新潟市内
のタカツカ農園さんが剪定した柿の木を燃
やしてできた灰を、釉

うわぐすり

薬に調合。白は美濃
の伝統的な釉薬黄

き ぜ と ゆ う

瀬戸釉をアレンジしたも
の。手になじむ温かみのあるカップでぜひ
コーヒーをいただきたい。
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